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太陽磁気活動の気候影響―地磁気活動指数間の比較
Influence of solar magnetic activity on climate ? comparison between different geomag-
netic activity indices
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序　 aa指数と地表気温の相関については古くから指摘されている。しかし、原因が不明であることを含め、説得力は
少ないとも見られている。この問題に対して、我々は最近、短期・局所的な視点が有効であることを示した [1]。例えば、
冬の aa指数と春の北欧地方の地表気温は高い正相関を示し、グリーンランド南方は高い負相関を示す。この結果につい
て我々は、冬の aa指数と冬の北極振動指数との相関が高いことから、aa指数を指標とする太陽磁気活動が北極振動の介
在によって地表気温に影響すると解釈した。
　ここでは、議論を深めるため、aa指数以外の地磁気活動指数に着目し、同様な解析が可能であるかを検討する。ま

た太陽風データ [2] を用いて、各種太陽風パラメータとの関係も探った。
方法　地磁気活動指数としては、aa指数の他に、北極圏で測定される AE(オーロラジェット指数)、観測点数の多い ap、

低緯度における地磁気擾乱を表す Dstなどがある。OMINI 2[2] などの公開データに基づいて、各指数間の関係および、
各指数と気象ステーションで記録された地表気温との相関を求めた。
また、太陽風磁場 Bと太陽風速度 V から求められる BV2 や、太陽風から磁気圏に流入するエネルギーとして計算さ

れる Pα [3]を求めて相関を検討した。なお、太陽風パラメータ等の月平均値を求める際には、欠落データの影響を考慮
した。
結果および考察　例えば、ap指数と AE指数の変動は、日平均データのレベルで良く対応していた。BV2や Pαと地磁

気活動指数との相関も高かった。従って、種々の地磁気活動指数が地表気温との相関を示すはずである。実際、例えば、
1月の ap値や Dst値と 3月のフィンランド・ソダンキュラの地表気温の相関は aa指数を用いた場合と同様に高かった。

AEは極域のオーロラジェット電流の指標、Dstは赤道環電流の指標とされ、時間レベルの挙動は異なる [4, p. 59]。し
かし、AEや aa、また apのような電離圏電流起因の磁場変動と Pαとの線形関係が指摘されていること [3]、赤道環電流
による磁場減少 (Dstに対応)が磁気圏に蓄積したエネルギーに比例すること [4, p. 172]を考えると、日平均や月平均では
地磁気活動指数間の特徴の差が小さくなることは妥当である。
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